
　今回は、国際情報高校で英語の教師として働く、笑顔が素敵な女性のサスリカさんにお話を伺いま
した。サスリカさんは、小学６年生の時に家族で浦佐に引っ越してきたことを機に市の魅力を知りま
した。県外で過ごす時期もありましたが、現在はＵターン移住し、穴地地区に住んでいます。
Ｑ．Uターン移住したきっかけは何ですか？
Ａ．国際大学を卒業後に東京で働きましたが、水も空気も食べ物も南魚沼の
方が美味しいと感じたからです。

Ｑ．南魚沼市の良い所は何ですか？
Ａ．国際大学があるためか、浦佐地区の人たちは地域に外国人がいることに
違和感なく接してくれたり、歩いていると気軽に声をかけてくれます。
都会では人がたくさんいても寂しく感じますが、南魚沼の人は温かく迎
えてくれるので、「ふるさと」と感じられる雰囲気がある場所です。

Ｑ．プライベートな時間の過ごし方は？
Ａ．夫婦ともに温泉が大好きで、疲れをとるために週に１回は行きます。
Ｑ．今後、どのような市になってほしいですか？
Ａ．国際大学は、世界中の学生が学び国際色豊かで魅力が多い大学院大学
です。国際大学と地元の人がもっと繋がるために、大学周辺に地元の
人と触れ合える公園などの遊び場や環境が整っていくといいですね。

Ｑ．移住を考えている人に一言
Ａ．南魚沼市は、魅力が溢れている場所だと思います。空気がきれいなのですっきりとした気分にな
れますし、子どもたちをのびのびと育てられる環境ですね。
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若者にとって「住み続けられるまち」になるために
若者の将来に対する意向を把握し、市の課題解決につながる取組み（特に若者の定住促進）の参考
とするため、７月13日㈮に開催された高校生向けの企業説明会で、114人にアンケート調査を行いま
した。73％の人が「市に住み続けたい」「いずれは戻ってきたい」と答えています。

このほかに「Ｕ・Ｉターンしやすい補助金制度の充実」「さまざまな職種や安心して働ける環境の
整備」などを求める意見がありました。

市への定住意識について
（市内在住の 59人が回答）

現在の市の印象について
美しいまちで
ある

明るいまちで
ある

個性（特色）のあ
るまちである

何をするにも便
利なまちである

回答人数 ％ 回答人数 ％ 回答人数 ％ 回答人数 ％
そう思う 61 53.5 57 50.0 40 35.1 31 27.2
やや思う 34 29.8 29 25.4 36 31.6 22 19.3
どちらともいえない 14 12.3 22 19.3 27 23.7 36 31.6
さほど思わない 4 3.5 5 4.4 10 8.8 16 14.0
思わない 1 0.9 1 0.9 1 0.9 9 7.9
計 114 100.0 114 100.0 114 100.0 114 100.0

①できれば
　ずっと
　住み続けたい

37.3%
②一度は県外、
　市外に出たいが
　いずれは戻って来たい

35.6%

③どこかへ
　移り住みたい

15.3%

④わからない
11.9%

「住まう歓びを感じるまち 南魚沼市」を考える
多世代の市民全員が輝き　健康で快適に暮らせ　若者の期待に応えられるまち

【問合せ・申込み】Ｕ&Ｉときめき課　☎773－6659
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